




















































































































































































￣ ■ ￣輯 西
=0.68,刀＝0.80-
２５０５結言
ｌセラミックフィルタによる集塵時の堆積粉塵
層は異なった3つの構造（空間率の低い初期粉塵
層，空間率の高い過度粉塵層，定常粉塵層）によ
り形成される。また，濾過速度が大きくなれば空
間率は低くなる
２気流および粉塵量の変化を同時に考慮したセ
ラミックフィルタ円周方向の粉塵堆積モデルを
提案した。温度が高くなると圧力損失は上昇し，
濾過速度は減少する。
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塵量が等しければ，払い落とし気流の圧力が大きいものほど高くなり，空間率の低いものほど低くな
る。
４粉塵払い落とし効率の高いものは剥離粉塵片が大きく，剥離開始時間は早くなる。
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学位論文審査結果の要旨
提出された論文について，平成１０年１月２７日に第１回審査会を開催し，面接審査の後，論文内容を
詳細に検討した。さらに，第２回審査会を公聴会の後に行い以下のように判定した。
本論文は，高温除塵用セラミックフィルタの連続運転維持のために不可欠な堆積粉塵の払い落とし
について，フィルタ表面上での粒子の堆積と粉塵の払い落としを理論的，実験的に詳細に検討したも
のである。すなわち，集塵時のフィルタ表面上の堆積粉塵層の形成過程と堆積粉塵層の空間率を検討
するとともに，粉塵払い落とし効率への影響を実験的に検討し，堆積粉塵層の形成過程，払い落とし
時におけるフィルタ内外および表面上の圧力形成過程，剥離粉塵片の運動などについて考察を加えて
いる。さらに，粉塵払い落としに及ぼす堆積粉塵層の空間率の関係を明らかにするなど，貴重な結果
を得ている。また〆堆積粉塵と気流の影響を同時に考慮した，粉塵の堆積過程の解析は，実験だけで
は検証が困難な部分への粒子の堆積過程，ろ過気流，圧力分布などの空間分布を知る上で重要な方法
を提案している。以上のように，本論文は有用な結論を得ており，博士（工学）に値すると判断する。
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